
別紙1
物流MaaSの実現に向けた研究開発・実証事業
（見える化・自動荷役等による輸配送効率化）
の募集について
経済産業省　令和５年度「無人自動運転等の CASE 対応に向けた実証・支援事業

（無人自動運転等の先進MaaS実装加速化のための総合的な調査検討・調整プロジェクト）」
応募申請書類様式
１．申請書類は、次頁以下の様式（１）～（３）に従って記載してください。
２．申請書類の用紙はＡ４版で、縦置き・横書きにしてください。
３．申請書類は、電子メールで提出してください。
令和５年５月
日本工営　株式会社
様式（１）
	受付番号
※記載不要
	


事務局　御中
応募申請書
	事業・プロジェクト名
	

	代表団体
	企業名・共同事業者名
	

	
	代表者役職・氏名
	

	
	所　在　地
	〒


	プロジェクトリーダー
	氏名（ふりがな）
	

	
	企業名（共同事業者の場合）
所属部署名
	

	
	役　　　職
	

	
	電話番号（代表・直通）
	

	
	Ｅ－ｍａｉｌ
	


応募内容の概要

	本事業への応募内容の概要として、結節点も含めた物流の効率化の実現を目指すための企画提案や実証実験、体制、要求事業額等について簡潔に記載してください。
（自由記述）


様式（２）
事業の企画提案書
・別紙２の別紙2_応募申請書類様式_企画提案書の概要.pptxに従って企画提案書の概要をご記載下さい。
様式（２）－１
企画提案内容
(青字は本文の記載要領ですので、青字を消して提案書を作成してください。)
【事業目的への適合性】
	①物流課題へのアプローチ

	荷主・物流事業者の現状やニーズ、今回の取組を通してアプローチしたい物流課題について具体的に記載してください


	②継続性を考慮した事業計画

	

	物流課題の解決に向け、計画している取組の将来的なビジネスモデル及び収支計画等（実験前の想定）を記載してください


	③横展開の可能性

	今回の取組に関し、今年度の実証実験対象業界・業種だけでなく、その他横展開が可能な業界・業種が想定できている場合は、具体的に記載してください



【内容の高度性】
	①取組の新規性

	今回実施する実証実験の先進性・独自性を説明してください。



	②主体間のデータ連携

	見える化・自動荷役等を実現するための関係者間の情報連携方法、データ活用方法等を具体的に記載ください。また、テーマ１で検討しているトラックデータデータを参考にしてどう活用できるかを具体的に記載ください。


	③自動走行へのフィードバック

	今回の実証実験を通じて自動運転車両側の必要条件・技術水準に関し抽出、取りまとめ、提言等を行う場合は、その方法を具体的に記載してください



【内容の具体性】
	①検証命題・項目の妥当性

	実証実験で具体的に明らかにしたい命題を事業計画における位置付けと共に記載してください。
また、検証結果及びその他取組により得られる効果を表す指標（KPI）及びその算出方法、算出に必要なデータを、QCDの観点を意識し具体的に記載してください


	②検証手法の妥当性

	命題を検証するための具体的な手法（実証実験の内容）を記載してください



	③受益者負担の実施

	実証実験の実施に当たり、受益者負担等、その内容（ビジネスモデル）を具体的に記載してください



様式（２）－２
実施体制
(青字は本文の記載要領ですので、青字を消して提案書を作成してください。)
事業の実施体制

	関係事業者の実施内容・役割分担・調整状況を一覧表にして作成してください。（自由記述）


○本事業の応募主体
	関係事業者（例）
	実施内容・役割

	代表団体
	（Ａ社）
	

	参加団体
	（Ｂ社）
	

	参加団体
	（Ｃ社）
	

	参加団体
	（Ｄ社）
	

	参加団体
	・・・・・
	


関係者との調整状況
	実証実験の準備に向けて、代表会社や参加会社との協議や検討の有無、その内容を記載して下さい。（自由記述）


様式（２）－３
今年度の実施工程
(青字は本文の記載要領ですので、青字を消して提案書を作成してください。)
　令和５年度の実証実験に向けたスケジュールを月次で記載してください。会議日程等、マイルストーンとなるイベントを記載してください。また、プロジェクト全体としての取組に関しても、実証実験に関連するものについては記載してください。（自由記述）
	実施項目
	令和５年度

	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月

	１．〇〇〇〇〇
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	(1) 〇〇〇〇〇〇〇
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	(2) 〇〇〇〇〇〇〇
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	(3) 〇〇〇〇〇〇〇
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	２．〇〇〇〇〇〇〇
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	(1) 〇〇〇〇〇〇〇
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	(2) 〇〇〇〇〇〇〇
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	３．〇〇〇〇〇〇〇
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	(1) 〇〇〇〇〇〇〇
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	○○会議日程
	
	
	
	
	
	
	○
	
	
	
	


様式（３）

概算見積書
(青字は本文の記載要領ですので、青字を消して提案書を作成してください。)
実証実験に必要な費用のうち、事務局による負担を求める費用について概算見積を提出してください。事務局から代表団体に対する外注費として支出します。
外注費に含まれる範囲や、上限額等は公募要領　Ⅰ．４．事業費　を確認してください。
具体的な委託金額については、事務局との協議のうえ、実証実験の内容等を踏まえ、支出の必要性等を考慮して決定することとします。
負担できるのはあくまでも実証実験を実施し、その効果や課題の検証を行うために必要な経費であり、輸送貨物の商品価格やアプリ等の新規開発費、実証実験のPR のためのイベント開催費などは認められません。
本事業による外注費に加え、地域の行政・事業者により、実証実験の費用をまかなうことも可能です。実験予算の全体像が分かるようにお示し下さい。
概算費用見積（適宜、様式を変更していただいて構いません）
実証実験の全体予算と本事業への請求分を記載してください。
	項目

	費用（単位：円　税別）
	

	
	
	内、本事業請求分
	備考

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	合計
	税別
	
	
	

	
	税込
	
	
	


1
2
2

